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⼾⽥ＮＴＣ利⽤ガイドライン Ver.1 
 

緊急事態制限解除に伴い⼾⽥ＮＴＣの利⽤がスタートしますが、COVID-19 の感染拡⼤
には引き続き警戒が必要です。新しい⽣活様式を踏まえた通常状態に向けて、段階的に利⽤
の制限を解除していく予定です。 
6 ⽉ 1 ⽇以降の施設利⽤については表 1 のガイドライン（Phase３B）に従って段階的に進
めて⾏きます。 
 
【利⽤について】 
⼾⽥ NTC のレーニングルーム、艇庫およびトイレについてそれぞれの場所における利⽤ル
ールは下記の通りです。また、利⽤⽇当⽇の体温が 37℃以上ある場合は⼊室できません。 
 
①トレーニングルーム 
・トレーニングルームに⼊室の際は⼊⼝で⼿のアルコール消毒を⾏い、⽒名、時刻を記帳す
る。 
・トレーニングルーム内では運動時を除き基本的にマスクを着⽤する。（ミーティングやス
トレッチ時） 
・ワットバイクとエルゴメーターは隣との間隔を 2m 以上空けて利⽤する。その他のマシー
ンやプラットフォームの利⽤時も 2m 以上の間隔を維持するように努める。 
・トレーニング場への⼊室は同時間最⼤ 6 ⼈とする。（⼊室制限が順守されるようにカテゴ
リー間で⼗分調整のうえ利⽤する。） 
・基本的にドアや空気窓をオープンにするなど⼗分な換気を⼼掛けてトレーニングを⾏う。 
・機器やマットは使⽤前後にペーパータオルで除菌消毒（次亜塩素酸ナトリウム希釈液）を
⾏い蓋付きのゴミ箱に他のゴミと区別して処分する。 
・トレーニング場の床は使⽤前後に除菌消毒を⾏う。 
・⼈数を制限している関係から、トレーニングおよび消導が終了後、速やかに退出する。 
・退出時に記帳を⾏う。 
 
②艇庫 
・出艇時、納艇時は 1 ⼈または 2 ⼈で⾏い。艇庫内が密にならないように配慮する。 
・最低でも週に 1 回、床のモップ掛けを⾏う。（中性洗剤使⽤） 
 



③トイレ 
NTC1F トイレは 1 度に 2 名までの利⽤とする。⼊退出時⼿指のアルコール消毒を⾏う。便
座の利⽤時も除菌消毒を⾏う。 
 
※シャワー室は当⾯の間利⽤できません。（国⽴⼾⽥艇庫の利⽤規定に準ずる） 
 
【利⽤前の準備】 
感染拡⼤防⽌および感染経路特定のためにも、施設利⽤の 2 週間前からの体調・および⾏
動を記録する必要があります。記録すべき項⽬は、 
・体温計測（午前・午後） 
・体調 
・訪問した場所と時間 
・接触に該当すると思われる⼈の⽒名、もしくは⼈数など 
これらについて所定の記録⽤紙に記⼊して下さい。 
施設利⽤開始時に記録⽤紙を JARA の担当者（新型コロナ対策スタッフ）に提出します。 
 
【利⽤開始の条件】 
・過去 2 週間にわたり、安静時の体温が 37℃未満で体調に異常がないこと。 
・新型コロナウィルスの感染者との濃厚接触（１ｍ以内、１５分以上）がなかったこと。 
・開始前後の熱発については医師があきらかに新型コロナウィルスによる熱発ではないと
判断した場合はその指⽰に従って進める。 
 
【移動について】 
・⼾⽥ NTC へのアプローチは徒歩・⾃転⾞を基本とする。必要に応じて⾃家⽤⾞の利⽤。 
・公共交通機関の利⽤はできる限り避ける。 
 
【⽇常⽣活についての留意事項】 
・中性洗剤（⽯鹸）による⼿指の洗浄、またはアルコール消毒をこまめに⾏う。 
・マスクの装着。 
・前後、左右２ｍ以上の⾝体的距離を保つ。 
・３密（密集・密接・密閉）を避ける。 
 
【エリートアカデミーを含むタレント選⼿の⽔上練習】 
・Phase3B においてはシングルスカルのみとする。 
・安全管理（モーターボート併⾛）を徹底する。
https://www.jara.or.jp/safety/current/arakawa0526.html 



【トレーニングの再開について】 
⻑期間のディトレーニング状態が続いた場合、いきなりのトレーニング開始には⼤きなリ
スクが伴います。特にオーバーユースによるスポーツ障害が懸念されます。従って、トレー
ニングの量、頻度、強度、時間および内容について個⼈別のヒアリングを⾏った後に個⼈別
メニューを作成し、徐々に強度を上げていく事が重要です。チームで⾏うサーキットトレー
ニングなどについても現在までの実施状況が個⼈で異なるので、セット数を 1-2 セットか
らスタートして徐々にセットを増やすなどの⼯夫が必要です。また、⽔上トレーニングにお
いても同様に腰痛・肋⾻痛・⼿⾸、前腕痛・背中、肩の痛み、⼿のマメなどのリスクがあり
ます。⼗分な対策を⾏ってスタートさせる必要があります。 
 
※本ガイドラインは 2020 年６⽉１⽇から施⾏する。 
HPSC のガイドラインが変更された場合は、そのルールに従って改訂版を作成する。 
 
表 1 

 


